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  ０８９ 
提案機関名  かながわ西湘農業協同組合 

 

 要望問題名  農業地での簡易的な猿害の防除対策について（継続） 

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

 

西湘域の野猿については、神奈川県が定める保護管理政策があり、被害個体を特定した上での檻

捕獲許可、雄のみ駆除など個人での駆除は難しい状況である。そのため、集団による追い払いしか対

策がないのが現状となっている。 

防除方法として電気柵等があるが、園地を囲うには、設置労力や除草管理の必要があり、高齢者に

は重労働であり普及が進まない。 

農業地での猿害について高齢者でも実施可能な簡易的な防除方法の試験検討についてお願いし

たい。 

解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備 考 

   

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 農業技術センター 担当部所 企画経営部 

  

 

 対応区分  ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

 対応の内容等 

 猿害を防止する新たな技術に関する研究課題については、研究対象となる技術的内容及び実現可

能性の理由から、現時点では実施は不可能です。 

県西地域では、鳥獣被害対策チームが発足し、被害状況調査や対策の普及啓発に取り組んでいま

す。農業技術センターからは、鳥獣害分野の農業革新支援専門員および地域の普及指導員がチー

ムに参画しており、今後も有用な情報の収集・提供等、普及部門をとおして支援してまいります。 

 解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備 考 

 


